
 vol.24  no.6  2019　訪問看護と介護    454

特集

その症状、 
もしかして「せん妄」？
認知症の悪化やうつ病と似ているけれ
ど、回復するんです
　「認知症があっても安定して在宅生活を続けてこられたのに、点滴や入院をきっ
かけに突然状態が悪化して引きこもってしまった」「家で最期を迎えるために退院
してきたけど、薬を変えていないのに昼間はぼんやりして活気がない。夜もあまり
眠れていないみたい……」。前者は認知症の悪化、後者は終末期にみられるう
つ病とみなすことが多いかもしれません。でもこれらの症状は、「せん妄」に当ては
まるのです。
　せん妄と認知症は症状がよく似ており、間違えられやすいため注意が必要で
す。また、せん妄といえば不眠や暴言・暴力など「過活動型」のものが知られて
いますが、傾眠や無関心、不活発など、うつ病にも似た「低活動型」のせん妄
があり、実は高齢者にはそちらのほうが多いこともわかっています。
　7月号特集では、岡山大学病院精神科リエゾンチームが行なっている在宅医療
従事者を対象とした「せん妄対策研修会」を誌上に再現。「もしかしてせん妄？」
の意識をもつことで、利用者さんの生活の質が大きく向上します。

❶せん妄、見逃していませんか？
在宅医療で知っておきたい「評価」と「見分け方」について

❷せん妄の直接因子について
在宅医療においては特に「薬剤性せん妄」に注意しよう

❸可逆性せん妄に対するアプローチ
在宅医療における「標準的な薬物療法やケア」について知っておこう

❹不可逆性せん妄に対するアプローチ
ご家族は「両価的な感情を持ちうる」ことを意識しよう

◉井上真一郎（岡山大学病院精神科神経科）

座 談 会

「安心して就職できる事業所要件セミナー」 
キックオフミーティング（Byきらきら訪問ナース研究会）
◉岡田理沙・金坂宇将・川添高志・佐藤直子・高砂裕子・竹森志穂・西村恵理奈・山田雅子
※一部変更となることがあります。
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編集後記

97歳の義理の祖母が肺炎で入院し10日間絶飲食だったので、「施
設に帰るなら点滴を抜いて『看取り』
です」と言われ、家族は受け入れられ
ずにいました。孫世代の一人が、「『看
取り』って言葉ふだんあんまり耳にしな
いから、急に聞くとキツイね」と言ったと
き、感情的には家族と同じつもりの私で
したが、仕事柄その言葉に慣れてしまっ
ていたことに気づかされました。その後、
覚悟をもって帰った施設でスプーン1杯
から始めたところ、「寿司が食べたい」
と話すまでに回復。歌や大笑いも見せ
てくれているようです。…米沢

当 初、今特集は、意思決定支
援を「どうやったらいいのか」

がまとまるものになると思っていました。
しかし、頂戴した原稿を拝読すると、皆
さんの原稿は「支援者としてどうあるべ
きか」を考え、綴ったものが多いと気づ
きました。つまり、方法論ではなく、支
援者の「態度」「振る舞い」のほうに、
実践者の方 は々重きを置いていたわけ
です（そんな経緯もあって、今回は「ど
うあることなのか」というタイトルになって
います）。看取り（に限らずですが）に
際しては、現場で関わる人 の々価値観
が問われる以上、ケアの質はその人々
次第で大きく様変わりする。その自覚
が、意思決定支援の起点にあるべき
なのですね。…小池
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